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物価上昇時の決算書の見方 
 

Ｑ：会社の経営改善を考えていますが、物価上昇時の決算書の見方を教えて下

さい。 

 

Ａ：物価上昇時の注目点 

１．３つの決算書の基本 

(1)３つの決算書の関係について 

貸借対照表・損益計算書・キャッシュフロー計算書の３つの決算書が重要で

す。 

※

※損益計算書の当期純利益は貸借対照表の利益剰余金に毎期加算

一致 一致

貸借対照表

利益剰余金
負債・純資産合計

当期純利益

（期末）現預金

キャッシュフロー計算書

一
致

現預金
損益計算書

資産合計

売上高

当期純利益

 
(2)貸借対照表（ＢＳ） 

ＢＳは「期末現在の資産・負債・純資産の状況（財政状態）」を表し、①創

業以来の利益の蓄積、②資金の調達と運用、③財政状態がわかります。 

(3)損益計算書（ＰＬ） 

ＰＬは「１年間の事業の生花（経営成績）」を表し、何をして（本業化副業

か等）いくら儲けたかわかります。 

(4)キャッシュフロー計算書（ＣＦ） 

ＣＦは「１年間のキャッシュの増減内容」を表し、営業・投資・財務の３区

分の収支内容がわかります。 

 

２．物価上昇時の注目点 

(1)売上高総利益率（粗利益率）の確保 

物価上昇分を適切に販売価格に転嫁できているかが重要です。価格転嫁が遅

れると、売上高が増えても利益率が低下して利益を圧迫します。 

(2)在庫評価と適正管理 

物価上昇時は在庫の評価額が上がって必要運転資金が増加しやすく、適正な

在庫水準の維持と資金調達計画が重要です。 

(3)固定費のコントロールと生産性 

物価上昇や人材確保で賃上げが進む局面では、生産性（１人あたり付加価値

額・労働分配率等）が健全か、損益分岐点比率が適正かの確認が重要です。 

(4)キャッシュフローの安全性 

①営業ＣＦがプラスか、債務償還年数が適正か（10年以内が望ましい）等を

確認します。②物価上昇局面では、売掛債権の増加等により必要運転資金が増

加しやすく、回収・支払サイト等の改善と早めの資金調達計画が重要です。 
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